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研究成果の概要（和文）：　耳鳥齋は、肉筆の戯画や版本の出版で本領を発揮したが、戯作や茶利浄瑠璃にも手を染め
た趣味人である。もともとは酒造業を営む資産家であったが、その後に骨董商に転業した。耳鳥齋の戯画を近代漫画の
源流だと言ってよいかは難しいが、一コマ漫画や、見開き4から6頁での1図の独創的な構成、また漫画の吹き出しを用
いたような場面は、近代漫画の原点を仄めかす。本研究は耳鳥齋の戯画と近代漫画との比較研究を遂行することによっ
て、重要な結論を得た。

研究成果の概要（英文）：　Nicyosai's genius was best displayed in his giga paintings and woodblocks, but 
he also tried his hand at writing light literature and comic puppet plays. Originally,he was a wealthy 
sake brewer, but later turned to the antiques business. It is difficult to say whether Nicyosai's giga 
was the origin of modern manga. A connection is certainly suggested, however, in the single frame 
cartoons, the novel compositions that spread across 4 to 6 pages, and the use of speech balloons. This 
study has come to an important conclusion by comparative studies with Nicyosai's giga and modern manga.

研究分野： 日本美術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 (1) 明治時代以来、長らく忘れられてきた
江戸時代の戯画作者の耳鳥齋の調査研究
は重要である。というのも、耳鳥齋の研究
はほとんど進んでおらず、近代・現代の漫
画やアニメーションの源流として耳鳥齋
らの江戸時代の戯画が存在したと考えら
れるからである。 

しかも、近年、耳鳥齋らの江戸時代の戯
画は、いわゆる漫画・アニメーションなど
のクールジャパンの一環としてイギリス
をはじめとする欧米諸国や東アジア諸国
でも注目されつつあり、国際的にも脚光を
浴びてきた。耳鳥齋らの江戸時代の戯画を
研究する価値は高い。 

(2) 耳鳥齋の戯画作品資料を収集して、それ
らを貫く特質が、近代・現代の漫画・アニ
メーションとどのように関係するのかを
探求することは、クールジャパンと言われ
る現代の漫画などが誕生した理由やその
土壌を明らかすることができるため、大き
な意義がある。 
この問題の解明は非常に難しいが、それ

だけに、やりがいのある研究課題だといっ
てよい。耳鳥齋の肉筆画や版本、そして文
献資料は各地の美術館や図書館などに散逸
しており、それらを整理してデータ化する
ことが重要である。 
 

２．研究の目的 
(1) 耳鳥齋の調査研究を通じて、近代（現代）
の漫画・アニメーションの源流に、江戸時
代の戯画、とりわけ大坂の耳鳥齋の戯画が
位置づけられるかどうか、を解明すること
を目的とした。両者には連続（継承）する
部分と、非連続（継承していない）の部分
とが認められるが、いずれにしても、近代
（現代）の漫画・アニメーションの源流を
明らかにすることは、きわめて重要な研究
目的である。そのための作品資料のデータ
化を進めることは、決定的に大きな意味を
もつ。 

(2) 「源流」という概念が、具体的にいかな
る内容を示しているのかを具体的に明ら
かにすることを目的にした。研究結果とし
ては、明確に「源流」と主張はできないが、
少なくとも、近代・現代の漫画・アニメー
ションが誕生する土壌を形成していたこ
とは明白となった。大きな成果だと自負し
ている。 

 
３．研究の方法 
(1) これまで忘れられていた耳鳥齋の戯画を、
大阪・京都・東京を中心に調査研究を進め、
新作品や新資料を発掘して本邦初のデー
タ化を行い、中谷伸生著『耳鳥齋アーカイ
ヴズ』（関西大学出版部）として 2015 年 3
月に刊行する予定で研究を続ける。 

(2) 大阪・京都・東京を中心にした調査であ
ったが、熊本・福岡、京都・広島、愛知な

ど、全国各地を調査して廻り、データ化を
進めた。データ化に際しては、耳鳥齋の真
贋の判定が必須であるが、真贋については、
別立ての論文を執筆した。また、その内容
を単著にまとめて出版した。 

(3) 近代漫画の中から岡本一平や宮武外骨の
漫画を調査して、両者の繋がりを明らかに
した。その際、耳鳥齋の版本『絵本水や空』
の復刻を行った近代漫画家の代表者の岡
本一平を中心に調査を進めた。 

今回はそれに加えて、耳鳥齋の版本『か
つらかさね』・『歳時滅法戒』・『畫本古鳥圖
賀比』の内容をオールカラーで翻刻して紹
介し、その全容を紹介した。この研究によ
って、江戸時代後期の戯画の版本と、明治
時代以降の版本との連続性と断絶が明ら
かになった。 

(4) 近代の漫画や現代のアニメーションの主
たるものを調査研究し、江戸時代の戯画と
の比較研究をめぐる基礎研究を行った。こ
の研究によって、江戸時代の戯画の展開と
現代のアニメーションの成立について一
定の理解が深まった。 

 
４．研究成果 
(1) 耳鳥齋の戯画について、未紹介の戯画を
中心に数多く調査発掘し、平成 27 年（2015
年）3 月に、単著『耳鳥齋アーカイヴズ』
（関西大学出版・総 207 頁）を出版して、
現在、集めることのできる限りの耳鳥齋作
品の写真資料を収録した。計 300 枚を越え
る作品写真をすべてカラーで紹介し、新発
見の作品 9点を紹介した。また、すべての
掲載作品に作品解説を付すとともに、真贋
判定の記号を付けて、全体を見通す研究論
文 4篇を収録し、巻末に網羅的な耳鳥齋文
献目録をまとめた。とりわけ、第 4章の論
文「耳鳥齋の版本挿絵における作風展開」
は、肉筆画と版本との両領域を跨ぐ成果で
あって、日本美術史や日本戯画史のみなら
ず、国文学研究の領域にとっても意味のあ
る成果だといってよい。 

この書籍はこれまでなされてこなかっ
た耳鳥齋研究を始めて本格的に世に出し
たカタログ集成および論考・資料集で、耳
鳥齋と大坂の戯画についての今後の研究
の基礎となる独創的な内容であるととも
に、近代・現代のマンガ・アニメーション
の源流について解明することを可能にす
る初めての貴重な研究・資料である。耳鳥
齋研究にとっても、日本の戯画史にとって
も、そして、それはとりもなおさず、近代・
現代の漫画・アニメーションの誕生をめぐ
る諸問題にひとつの回答を与えるもので
もある。 

(2) 耳鳥齋の調査研究を各種の学術雑誌など
で紹介し、広く社会に情報を提供した。た
とえば、関西大学アジア文化研究センター
研究例会で「耳鳥齋アーカイヴズ」と題す
る研究発表を行い、耳鳥齋のアーカイヴズ



化（データ化）の問題に言及し、その位置
づけを解説した。 

また、今回の調査研究で発掘した《世態
聯画》の位置づけを行い、耳鳥齋が出版し
た『畫本古鳥圖賀比』と比較検討した。そ
の成果を『関西大学博物館紀要』第 21 号
（2015 年 3 月）に論文「《世態聯画》（画
巻）の位置づけと『畫本古鳥圖賀比』（版
本）－耳鳥齋の肉筆画と版本をめぐる問題
点－」と題して掲載した。これらの学術論
文は、他にほとんど例のない内容であるた
め、貴重な成果であると考えられる。 

(3) 贋作が多い耳鳥齋の作品群を、徹底的に
調査研究し、微妙な真贋の判定を著書『耳
鳥齋アーカイヴズ』（関西大学出版）にお
いて記号を付して掲載し、今後の研究に役
立つようにデータ化した。いわゆる作品の
カタログ・レゾネの作成である。この資料
集成は、日本の戯画史研究において、画期
的な成果であると自負している。 

(4) 江戸時代における耳鳥齋の戯画と近代・
現代の漫画・アニメーションとの関係につ
いての関心は、近年、欧米や中国・韓国・
東南アジア諸国を中心に世界中で高まり
つつある。なぜ、日本社会は優れたマン
ガ・アニメーションを生み出したのか、と
いう問いであるが、それが日本のマンガ・
アニメーションの源流を解明する研究の
重要な課題であった。  

その意味では、本研究が、耳鳥齋と江戸
時代の戯画と、近代・現代の漫画・アニメ
ーションの繋がりの一端を明らかにした
ことは、国内外にインパクトのある情報を
伝えたことになる。日本文化の海外発信と
いう意味でも価値あるものと考えている。
世界的に盛り上がっている日本のクール
ジャパンの解明にも大いに役立つことは
間違いない。 

(5) 耳鳥齋と近代・現代の漫画・アニメーシ
ョンの源流の探求に特化して行った本研
究の成果は、すなわち、現代日本のマン
ガ・アニメーションの成立について示唆に
富む成果を上げたわけで、このことは、近
代・現代の漫画・アニメーションの特質に
ついても独創的な成果をあげたことにな
る。 

(6) 明治時代に耳鳥齋の版本『かつらかさね』
を『歳時滅法戒』と改題して出版した宮武
外骨や耳鳥齋の本『絵本水や空』を復刻出
版した岡本一平など、近代・現代の漫画家
たちが、耳鳥齋や江戸時代の戯画から継承
したものとは何か、という問題は重要であ
り、今回の研究でその一端を解明したこと
は独創的成果だと考えられる。 

(7)本研究を社会に還元するため、全国誌の新
聞に紹介文を執筆して掲載した。「ハイカ
ラ大坂画壇・江戸時代のクールジャパン」、
『産経新聞』（夕刊）、2013 年 10 月 5 日を
手始めに、耳鳥齋と関連する大坂画壇の画
家たちを紹介した。 
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